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・道路による都市間速達性の確保率[全国指標] ・道路：集約・撤去、機能縮小等を実施した施設数

【2025年度 ５７％　→　2030年度　６０％】 【2024年度 ０施設　→　2030年度　約６０施設】

・広域連携に取り組むこととした下水道事業数[全
国指標]

・公園：公園施設の集約・再編、機能強化、撤去を検
討した長寿命化計画の策定率

【2024年度 ０事業　→　2030年度　３００事業】 【2025年度末 ２.２％　→　2030年度末　２５％】

・気候変動を踏まえた必要な流下能力を確保した
国管理河川の整備完了率

・下水道管路の全国特別重点調査の対象となった
大口径下水道管路の健全性確保率

【2023年度 ２８％　→　2030年度　３９％】 【2024年度 ０％　→　2030年度　１００％】

・効率的なインフラメンテナンスの取り組みを行っ
ている地方自治体の割合

・下水道の急所施設である下水道管路の耐震化完
了率

【2025年度 ７０％　→　2030年度　１００％】 【2025年度 ６０％　→　2030年度　７４％】

・ドローンによる下水道管路内調査手法等を導入し
ている地方自治体の割合

・水道の急所施設である導水管・送水管の耐震化完
了率

【2024年度 １７％　→　2027年度　１００％】 【2025年度 ３３％　→　2030年度　５１％】

・まちづくり等と一体となった砂防関係施設の整備
完了率

・管内の都道府県・市町村における建設キャリア
アップシステム活用工事の導入率

【2025年度 ３８％　→　2030年度　４９％】 【2025年度 １.５％　→　2030年度　１００％】

＜ＫＰＩの主な例＞

 北陸ブロックにおける重点目標

　重点目標Ⅰ：活力のある持続可能な地域社会の形成

 ・生活関連サービスが持続的に確保された暮らしやすいコンパクトな地域づくり

 ・地域資源を活かした経済の好循環と「域外から稼ぐ」力の向上

 ・ブロック内外の交流促進及び条件不利地域の交通ネットワークの整備

 ・点検・診断等の確実かつ効率的な実施

 ・人口減少時代に対応したインフラ再構築

 ・誰もが安全・安心に暮らせる移動・生活空間の整備

 ・地域資源を活かした魅力あるまちづくり

  重点目標Ⅱ：強靱な国土が支える持続的で力強い経済社会

 ・日本海国土軸の中枢ブロックを支える強靱で効率的なインフラの整備

 ・都市の国際競争力を高める基盤整備とインフラ産業の成長力強化

 ・震災等からの創造的復興に向けたインフラ等の早期復旧・復興

 ・激甚化・頻発化する自然災害に対する「事前防災」の加速化・深化

 ・平時からの防災体制の強化と太平洋側と相互補完する防災ネットワークの構築

  重点目標Ⅲ：インフラ分野が先導するグリーン社会の実現

 ・カーボンニュートラルの実現に向けた脱炭素地域づくり

 ・美しく豊かな自然との共生と健全な環境の維持・回復

 ・資源循環型の経済社会システムの構築

  重点目標Ⅳ：戦略的・計画的な社会資本整備を支える基盤の強化

 ・地域のインフラを支える管理機能の維持

 ・北陸の元気を支える建設業の未来創造アクションプラン「北陸けんせつミライ」

 ・新技術・ＤＸによるインフラの管理・運用の高度化



（昭和45年11月9日第三種郵便物認可）（3） �2026年（令和８年）9月1日（火曜日）

北
陸
地
方
整
備
局
と
日
本

北
陸
地
方
整
備
局
と
日
本

ス
パ
イ
ダ
ー
協
会
（
五
島
満

ス
パ
イ
ダ
ー
協
会
（
五
島
満

会
長
）
は
３
月

会
長
）
は
３
月
2020
日
、
災
害

日
、
災
害

時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策

時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策

業
務
に
関
す
る
協
定
を
締
結

業
務
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。
災
害
発
生
時
の
被
害

し
た
。
災
害
発
生
時
の
被
害

拡
大
防
止
と
被
災
施
設
の
早

拡
大
防
止
と
被
災
施
設
の
早

期
復
旧
が
目
的
。
協
定
に
よ

期
復
旧
が
目
的
。
協
定
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
に
４
輪
多

り
、
災
害
発
生
時
に
４
輪
多

関
節
型
作
業
機
械
「
ス
パ
イ

関
節
型
作
業
機
械
「
ス
パ
イ

ダ
ー
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、

ダ
ー
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、

急
斜
面
な
ど
の
険
し
い
現
場

急
斜
面
な
ど
の
険
し
い
現
場

で
の
作
業
を
迅
速
に
行
い
、

で
の
作
業
を
迅
速
に
行
い
、

早
期
の
応
急
復
旧
を
可
能
に

早
期
の
応
急
復
旧
を
可
能
に

す
る
。
ま
た
同
協
会
は
、
Ｔ

す
る
。
ま
た
同
協
会
は
、
Ｔ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
被
災
地
で
活
動

ナ
ー
と
し
て
被
災
地
で
活
動

を
行
う
。
同
協
会
が
地
方
整

を
行
う
。
同
協
会
が
地
方
整

備
局
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
北

備
局
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
北

陸
が
初
め
て
と
な
っ
た
。

陸
が
初
め
て
と
な
っ
た
。

ス
イ
ス
製
の
ス
パ
イ
ダ
ー

ス
イ
ス
製
の
ス
パ
イ
ダ
ー

は
、
４
輪
駆
動
の
タ
イ
ヤ
が

は
、
４
輪
駆
動
の
タ
イ
ヤ
が

付
い
た
４
本
の
脚
を
そ
れ
ぞ

付
い
た
４
本
の
脚
を
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
動
か
す
こ
と
に

れ
独
立
し
て
動
か
す
こ
と
に

よ
り
、
山
間
部
の
急
傾
斜
地

よ
り
、
山
間
部
の
急
傾
斜
地

や
河
川
な
ど
従
来
の
建
設
機

や
河
川
な
ど
従
来
の
建
設
機

械
で
は
走
行
で
き
な
か
っ
た

械
で
は
走
行
で
き
な
か
っ
た

難
所
で
の
作
業
が
可
能
。
現

難
所
で
の
作
業
が
可
能
。
現

場
や
用
途
に
応
じ

場
や
用
途
に
応
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
取

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
取

り
付
け
る
こ
と
が
で

り
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
点
も
特
徴
で
、

き
る
点
も
特
徴
で
、

河
川
、
道
路
、
災
害

河
川
、
道
路
、
災
害

復
旧
、
林
業
な
ど
広

復
旧
、
林
業
な
ど
広

範
な
用
途
に
対
応
で

範
な
用
途
に
対
応
で

き
る
。
北
陸
地
整
で

き
る
。
北
陸
地
整
で

は
２
０
２
４
年
９
月

は
２
０
２
４
年
９
月

に
発
生
し
た
奥
能
登

に
発
生
し
た
奥
能
登

豪
雨
で
被
災
し
た
道

豪
雨
で
被
災
し
た
道

路
の
啓
開
作
業
に
当

路
の
啓
開
作
業
に
当

た
り
ス
パ
イ
ダ
ー
を

た
り
ス
パ
イ
ダ
ー
を

活
用
。
が
れ
き
や
倒

活
用
。
が
れ
き
や
倒

木
を
乗
り
越
え
て
奥

木
を
乗
り
越
え
て
奥

防災・減災の備え万全に防災・減災の備え万全に

地域の安心･安全を守り

支部長　　金子　法泰
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確かなものを 地球と未来に

北陸支部

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」

被
災
地
に
お
け
る
給
水
支
援

被
災
地
に
お
け
る
給
水
支
援

に
向
け
て
、
北
陸
地
方
整
備

に
向
け
て
、
北
陸
地
方
整
備

局
は
Ｔ
Ｅ
Ｃ

局
は
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

を
現
地
に
送
っ
た
。
今
回
、

を
現
地
に
送
っ
た
。
今
回
、

給
水
装
置
付
の
散
水
車
と
し

給
水
装
置
付
の
散
水
車
と
し

て
新
潟
県
建
設
業
協
会
の
協

て
新
潟
県
建
設
業
協
会
の
協

力
で
北
陸
地
整
本
局
か
ら
１

力
で
北
陸
地
整
本
局
か
ら
１

台
、
富
山
県
建
設
業
協
会
の

台
、
富
山
県
建
設
業
協
会
の

協
力
で
富
山
防
災
セ
ン
タ
ー

協
力
で
富
山
防
災
セ
ン
タ
ー

よ
り
１
台
と
、
１
班
３
人
の

よ
り
１
台
と
、
１
班
３
人
の

隊
員
を
派
遣
。
ま
た
給
水
車

隊
員
を
派
遣
。
ま
た
給
水
車

の
運
転
手
と
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｃ

の
運
転
手
と
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト
ナ
ー
７

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト
ナ
ー
７

人
が
同
行
し
て
お
り
、
う
ち

人
が
同
行
し
て
お
り
、
う
ち

新
潟
県
建
設
業
協
会
か
ら
は

新
潟
県
建
設
業
協
会
か
ら
は

新
潟
藤
田
組
、
丸
運
建
設
、

新
潟
藤
田
組
、
丸
運
建
設
、

本
間
組
が
担
当
し
た
。

本
間
組
が
担
当
し
た
。

７
月
７
月
3131
日
の
出
発
式
で
は

日
の
出
発
式
で
は

長
田
英
和
統
括
防
災
官
が

長
田
英
和
統
括
防
災
官
が

「
こ
の
活
動
は
単
に
水
を
届

「
こ
の
活
動
は
単
に
水
を
届

け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

不
安
な
日
々
を
過
ご
す
被
災

不
安
な
日
々
を
過
ご
す
被
災

者
の
皆
さ
ま
に
安
心
と
希
望

者
の
皆
さ
ま
に
安
心
と
希
望

を
届
け
る
重
要
な
使
命
。
日

を
届
け
る
重
要
な
使
命
。
日

頃
培
っ
て
き
た
技
術
と
経

頃
培
っ
て
き
た
技
術
と
経

験
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
十
分

験
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
十
分

に
発
揮
し
て
被
災
者
支
援
と

に
発
揮
し
て
被
災
者
支
援
と

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
し
た
。

励
し
た
。

新
潟
市
水
道
局
も
日
本
水

新
潟
市
水
道
局
も
日
本
水

道
協
会
か
ら
の
応
援
要
請
に

道
協
会
か
ら
の
応
援
要
請
に

基
づ
き
、
８
月
に
職
員
を
熊

基
づ
き
、
８
月
に
職
員
を
熊

本
県
宇
城
市
へ
派
遣
し
た
。

本
県
宇
城
市
へ
派
遣
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
災
害

国
土
交
通
省
で
は
、
災
害

対
応
に
関
す
る
専
門
的
な
知

対
応
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
を
有
す
る
民
間
企
業
な
ど

識
を
有
す
る
民
間
企
業
な
ど

の
人
材
を
登
録
、
必
要
に
応

の
人
材
を
登
録
、
必
要
に
応

じ
て
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

じ
て
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

と
し
て
採
用
し
、
被
災
地
で

と
し
て
採
用
し
、
被
災
地
で

Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一

員
と
し
て
活
動
に
従
事
し
て

員
と
し
て
活
動
に
従
事
し
て

も
ら
う
た
め
、
昨
年
度
よ
り

も
ら
う
た
め
、
昨
年
度
よ
り

「
Ｔ
Ｅ
Ｃ

「
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
予
備
隊
員
」
登

Ｃ
Ｅ
予
備
隊
員
」
登

録
を
開
始
。
災
害
発

録
を
開
始
。
災
害
発

生
時
に
必
要
に
応
じ

生
時
に
必
要
に
応
じ

て
被
災
地
な
ど
へ
派

て
被
災
地
な
ど
へ
派

遣
す
る
こ
と
で
、
被

遣
す
る
こ
と
で
、
被

災
し
た
地
方
自
治
体

災
し
た
地
方
自
治
体

へ
の
支
援
体
制
を
強

へ
の
支
援
体
制
を
強

化
す
る
。
北
陸
地
整

化
す
る
。
北
陸
地
整

で
は
４
月
１
日
時
点

で
は
４
月
１
日
時
点

でで
2929
人
が
登
録
さ
れ

人
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、
本
年
度
も

て
お
り
、
本
年
度
も

募
集
を
行
っ
て
い

募
集
を
行
っ
て
い

る
。
る
。

地
へ
進
入
で
き
る
こ
と
、
ア

地
へ
進
入
で
き
る
こ
と
、
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換
に
よ
り

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換
に
よ
り

１
台
で
土
砂
撤
去
や
流
木
作

１
台
で
土
砂
撤
去
や
流
木
作

業
を
こ
な
す
こ
と
で
効
率
的

業
を
こ
な
す
こ
と
で
効
率
的

な
応
急
復
旧
作
業
を
実
現
し

な
応
急
復
旧
作
業
を
実
現
し

た
。
災
害
復
旧
で
ス
パ
イ

た
。
災
害
復
旧
で
ス
パ
イ

ダ
ー
が
出
動
し
た
の
は
初
の

ダ
ー
が
出
動
し
た
の
は
初
の

ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

ス
パ
イ
ダ
ー
は
国
内
に
約

ス
パ
イ
ダ
ー
は
国
内
に
約

2020
台
あ
り
、
う
ち
協
会
の
会

台
あ
り
、
う
ち
協
会
の
会

員
企
業
が
５
台
、
国
土
技
術

員
企
業
が
５
台
、
国
土
技
術

総
合
研
究
所
（
国
総
研
）
も

総
合
研
究
所
（
国
総
研
）
も

１
台
所
有
し
て
い
る
。

１
台
所
有
し
て
い
る
。

北
陸
地
方
整
備
局
は
５
月

北
陸
地
方
整
備
局
は
５
月

2020
日
、
大
雨
が
心
配
さ
れ
る

日
、
大
雨
が
心
配
さ
れ
る

出
水
期
に
備
え
る
た
め
関
係

出
水
期
に
備
え
る
た
め
関
係

機
関
と
連
携
し
て
洪
水
対
応

機
関
と
連
携
し
て
洪
水
対
応

演
習
を
実
施
し
た
。
本
年
度

演
習
を
実
施
し
た
。
本
年
度

は
荒
川
（
新
潟
県
）
の
災
害

は
荒
川
（
新
潟
県
）
の
災
害

発
生
時
に
お
け
る
地
域
住
民

発
生
時
に
お
け
る
地
域
住
民

の
生
命
と
安
全
確
保
に
向

の
生
命
と
安
全
確
保
に
向

け
、
本
局
と
出
先
事
務
所
、

け
、
本
局
と
出
先
事
務
所
、

５
県
の
気
象
台
、
管
内
７
県

５
県
の
気
象
台
、
管
内
７
県

お
よ
び
沿
川
市
町
村
と
の
情

お
よ
び
沿
川
市
町
村
と
の
情

報
伝
達
を
確
認
す
る
と
と
も

報
伝
達
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

に
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
対
策
や
被
災
箇
所
の
復

め
る
対
策
や
被
災
箇
所
の
復

旧
ま
で
の
流
れ
を

旧
ま
で
の
流
れ
を

確
認
し
た
。
当
日

確
認
し
た
。
当
日

は
荒
川
の
水
位
上

は
荒
川
の
水
位
上

昇
に
伴
い
、
羽
越

昇
に
伴
い
、
羽
越

河
川
国
道
事
務
所

河
川
国
道
事
務
所

が
防
災
体
制
を
発

が
防
災
体
制
を
発

令
し
た
後
、
関
係

令
し
た
後
、
関
係

機
関
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

機
関
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
ツ
ー
ル
を
使
用

議
ツ
ー
ル
を
使
用

し
て
情
報
共
有
を

し
て
情
報
共
有
を

開
始
。
氾
濫
危
険

開
始
。
氾
濫
危
険

水
位
を
超
え
る
水

水
位
を
超
え
る
水

位
上
昇
の
予
測
を

位
上
昇
の
予
測
を

受
け
、
村
上
市
と

受
け
、
村
上
市
と

関
川
村
に
対
し
危
機
感
の
共

関
川
村
に
対
し
危
機
感
の
共

有
を
目
的
と
し
た
テ
レ
ビ
会

有
を
目
的
と
し
た
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ホ
ッ
ト

議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
地
元
確
保
し
、
本

ラ
イ
ン
を
地
元
確
保
し
、
本

部
長
と
首
長
が
画
面
越
し
に

部
長
と
首
長
が
画
面
越
し
に

対
話
を
行
う
中
で
、
連
携
を

対
話
を
行
う
中
で
、
連
携
を

徹
底
し
て
対
応
す
る
こ
と
を

徹
底
し
て
対
応
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

確
認
し
た
。

洗
堀
に
伴
う
堤
防
決
壊
後

洗
堀
に
伴
う
堤
防
決
壊
後

は
、
北
陸
地
整
、
羽
越
河
川

は
、
北
陸
地
整
、
羽
越
河
川

国
道
、
村
上
市
が
Ｋ
Ｕ

国
道
、
村
上
市
が
Ｋ
Ｕ

－－

ＳＳ

Ａ
Ｔ
を
使
っ
た
決
壊
箇
所
の

Ａ
Ｔ
を
使
っ
た
決
壊
箇
所
の

実
況
中
継
を
行
う
な
ど
、
本

実
況
中
継
を
行
う
な
ど
、
本

番
さ
な
が
ら
に
被
害
状
況
の

番
さ
な
が
ら
に
被
害
状
況
の

情
報
共
有
を
図
っ
た
。

情
報
共
有
を
図
っ
た
。

気
象
庁
が
５
月
下
旬
か
ら

気
象
庁
が
５
月
下
旬
か
ら

新
た
な
防
災
支
障
情
報
を
開

新
た
な
防
災
支
障
情
報
を
開

始
し
て
以
降
、
県
内
で
も
７

始
し
て
以
降
、
県
内
で
も
７

月
下
旬
以
降
に
は
「
警
戒
レ

月
下
旬
以
降
に
は
「
警
戒
レ

ベ
ル
４
」
大
雨
危
険
警
報
や

ベ
ル
４
」
大
雨
危
険
警
報
や

土
砂
災
害
危
険
警
報
が
出
る

土
砂
災
害
危
険
警
報
が
出
る

大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、

大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、

来
る
べ
き
洪
水
に
備
え
る
準

来
る
べ
き
洪
水
に
備
え
る
準

備
が
常
に
必
要
と
な
っ
て
い

備
が
常
に
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
る
。

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
隊

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
隊

と
関
東
・
北
陸
・
中
部
地
方

と
関
東
・
北
陸
・
中
部
地
方

整
備
局
が
７
月
、「
災
害
時

整
備
局
が
７
月
、「
災
害
時

の
連
携
・
協
力
」
に
つ
い
て

の
連
携
・
協
力
」
に
つ
い
て

包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結

包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
協
定
内
容
に
は
、
能

し
た
。
協
定
内
容
に
は
、
能

登
半
島
地
震
に
お
け
る
災
害

登
半
島
地
震
に
お
け
る
災
害

派
遣
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
、

派
遣
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
、

災
害
対
策
車
両
な
ど
の
自
衛

災
害
対
策
車
両
な
ど
の
自
衛

隊
に
よ
る
輸
送
も
含
ま
れ
て

隊
に
よ
る
輸
送
も
含
ま
れ
て

お
り
、
よ
り
一
層
の
災
害
対

お
り
、
よ
り
一
層
の
災
害
対

応
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ

応
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

今
回
の
協
定
は
関
東
お
よ

今
回
の
協
定
は
関
東
お
よ

び
北
陸
地
整
と
締
結
し
て
い

び
北
陸
地
整
と
締
結
し
て
い

る
災
害
時
に
お
け
る
連
携
協

る
災
害
時
に
お
け
る
連
携
協

定
を
踏
ま
え
、
能
登
半
島
地

定
を
踏
ま
え
、
能
登
半
島
地

震
で
の
災
害
派
遣
の
教
訓
と

震
で
の
災
害
派
遣
の
教
訓
と

統
合
防
災
演
習
の
成
果
を
反

統
合
防
災
演
習
の
成
果
を
反

映
さ
せ
た
も
の
と
な
る
。
連

映
さ
せ
た
も
の
と
な
る
。
連

携
・
協
力
内
容
は
、
災
害
時

携
・
協
力
内
容
は
、
災
害
時

に
お
け
る
▽
情
報
交
換
▽
土

に
お
け
る
▽
情
報
交
換
▽
土

地
等
の
使
用
▽
輸
送
・
技
術

地
等
の
使
用
▽
輸
送
・
技
術

協
力
―
に
加
え
、
平
素
か
ら

協
力
―
に
加
え
、
平
素
か
ら

の
定
期
的
な
訓
練
・
研
修
も

の
定
期
的
な
訓
練
・
研
修
も

実
施
す
る
方
針
だ
。

実
施
す
る
方
針
だ
。

こ
の
う
ち
土
地
等
の
使
用

こ
の
う
ち
土
地
等
の
使
用

は
、
全
国
か
ら
部
隊
が
集
中

は
、
全
国
か
ら
部
隊
が
集
中

す
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
し

す
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
し

て
使
用
す
る
も
の
で
、
国
営

て
使
用
す
る
も
の
で
、
国
営

公
園
、
そ
の
他
の
国
有
財
産

公
園
、
そ
の
他
の
国
有
財
産

等
の
占
用
協
議
に
よ
り
患
者

等
の
占
用
協
議
に
よ
り
患
者

輸
送
の
ヘ
リ
離
発
着
場
の
ほ

輸
送
の
ヘ
リ
離
発
着
場
の
ほ

か
、
物
資
集
積
拠
点
と
し
て

か
、
物
資
集
積
拠
点
と
し
て

も
活
用
す

も
活
用
す

る
。
る
。輸

送
・
技

輸
送
・
技

術
協
力
で

術
協
力
で

は
、
自
衛
隊

は
、
自
衛
隊

の
ヘ
リ
・
車

の
ヘ
リ
・
車

両
に
よ
る
Ｔ

両
に
よ
る
Ｔ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
被

Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
被

災
地
投
入
、

災
地
投
入
、

重
機
な
ど
の

重
機
な
ど
の

使
用
、
復
旧

使
用
、
復
旧

に
係
る
技
術

に
係
る
技
術

協
力
を
行

協
力
を
行

う
。
う
。

北
陸
地
整
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（
北
陸
地
方
整
備
局
資
料
よ
り
）

３月には調印式が行われた

４者が協定を締結した

予備隊員の登録が進む


